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最先端の次世代がん診断システム開発へ、産学官連携プロジェクト始動 
－13 種類のがんを 1 回の採血で診断－ 

 

NEDOは、独立行政法人国立がん研究センター（以下、NCC）、東レ株式会社（以下、東レ）

及びアカデミア、企業等他7機関と共に、健康診断などで簡便にがんや認知症を検査できる

世界最先端の診断機器・検査システムの開発に着手します。 

NEDOは、これまでにもがんの早期の診断・治療のために多くのプロジェクトに取り組んで

きましたが、今般、患者への負担が小さく、より早期に一度に様々ながんを診断できる技術

の開発を支援することとしました。本プロジェクトの研究成果の実用化により新しい医療産業

の育成につながることを期待しています。 

本プロジェクト※1では、NCCに蓄積された膨大な臨床情報とバイオバンクの検体、マイクロ

RNA腫瘍マーカーについての研究成果を基盤として、東レが開発した高感度なDNAチップと、

東レとNCCが共同開発した血液中に存在するマイクロRNAバイオマーカーの革新的な探索

方法を活用して、体液中のマイクロRNAの発現状態についてのデータベースを構築、網羅的

に解析します。 

この測定技術により、乳がんや大腸がんなど13種類※2のがんや認知症の早期発見マー

カーを見出し、これらのマーカーを検出するバイオツールを世界に先駆け実用化を目指しま

す。 

 

【用語解説】 

※1 「体液中マイクロRNA測定技術基盤開発」2014～2018年度 

※2 胃がん、食道がん、肺がん、肝臓がん、胆道がん、膵臓がん、大腸がん、卵巣がん、 

前立腺がん、膀胱がん、乳がん、肉腫、神経膠腫 
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1．概要 

疾患マーカーの探索は、これまで日本及び米国など世界中で実施されていますが、臨床現場での

実用化に至ったものは少ないのが現状です。この原因の大きなものに、疾患マーカー探索研究が限

られた検体群を用いて実施することを余儀なくされる場合が多く、さらには普遍的な研究が実施され

ないことが指摘されています。 

本プロジェクトにおいてはNCC及び独立行政法人国立長寿医療研究センター（以下、NCGG）のバ

イオバンクに保存されている数十万検体の血清から、13種類のがん及びアルツハイマー病等の認知

症について、疾患の早期発見マーカーや、医療現場で必要とされる様々な疾患マーカーの探索を網

羅的に行い、確度の高い疾患マーカーを得ることができます。 

さらに、日本発のバイオツール技術によって高感度・高精度なマイクロRNA疾患マーカー検出ツー

ルを開発することにより、一部欧米に先んじられている検査・診断分野の開発における日本の地位を

引き上げることが可能となります。 

本プロジェクトは、マイクロRNAの研究を進めるNCC研究所 分子細胞治療研究分野 落谷孝広分

野長を研究開発責任者とし、NCCの研究部門と臨床部門、東レをはじめとする9機関の連携、さらに

NCCと8大学の共同実施によって実施されます。アカデミアで運用されているバイオバンクの活用とい

った組織横断的連携に加え、産業界とアカデミア諸機関との協同、さらにNEDOによる継続的支援に

より実現します。 

 

【マイクロRNAとは】 

血液や唾液、尿などの体液に含まれる22塩基程度の小さなRNAのこと。近年の研究で、がん等の

疾患にともなって患者の血液中でその種類や量が変動することが明らかになっています。さらに、こう

した血液中のマイクロRNA量は、抗がん剤の感受性の変化や転移、がんの消失等の病態の変化に

相関するため、全く新しい疾患マーカーとして期待されています。 

 

2．プロジェクト概要 

 【事業期間】2014年度～2018年度（5年間） 

 【事業規模】約79億円（予定） 

 【研究開発項目】 

① 患者体液中マイクロRNAの網羅的解析 

• NCC及びNCGGのバイオバンクに保存されている血清検体から、日本人に多いがん種ごとに5,000

検体以上、及びアルツハイマー病等の認知症の検体等についてマイクロRNA発現プロファイルを

取得 

② 疾患横断的に解析可能なマイクロRNA発現データベースの構築 

• マイクロRNAデータと臨床情報を格納し、横断的な解析を可能にするデータベースを構築 

• プロジェクトの成果を製薬企業、診断薬企業及び診断機器企業等に橋渡し、プロジェクト成果の実

用化を推進するためにユーザーフォーラムを設立 

• ユーザーフォーラム参画企業がこのデータベースにアクセスできる環境を構築 

③ マイクロRNA診断マーカーとマイクロRNA検査／診断技術の開発 

• 臨床情報とマイクロRNAデータを解析し、血中マイクロRNA診断マーカーを探索 

• 複数の疾患の間での特異性を得るため複数マーカーを組み合わせた診断用アルゴリズムを作成 

• 診断用マイクロRNAマーカーが疾患や病態と関連するメカニズムの解明を実施 

④ 臨床現場での使用に向けた検査システムの開発 

• 臨床現場で、体液（血清）中のマイクロRNAの抽出から検出までを全自動で、簡便・短時間に行え

る自動検査システムを開発  



3. 委託先 

 独立行政法人国立がん研究センター 

 独立行政法人国立長寿医療研究センター 

 東レ株式会社 

 株式会社東芝 

 特定非営利活動法人バイオチップコンソーシアム 

 一般社団法人バイオ産業情報化コンソーシアム 

 プレシジョン・システム・サイエンス株式会社 

 アークレイ株式会社 

 国立大学法人京都工芸繊維大学 

 国立大学法人大阪大学（共同実施） 

 学校法人東京医科大学（共同実施） 

 公立大学法人大阪市立大学（共同実施） 

 国立大学法人東京医科歯科大学（共同実施） 

 国立大学法人九州大学（共同実施） 

 国立大学法人名古屋大学（共同実施） 

 国立大学法人群馬大学（共同実施） 

 国立大学法人広島大学（共同実施） 

 独立行政法人産業技術総合研究所（再委託） 
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4．問い合わせ先 

（本ニュースリリースの内容についての問い合わせ先） 

NEDO バイオテクノロジー・医療技術部 担当：知場、福井 TEL：044-520-5230 

独立行政法人国立がん研究センター（NCC） 企画戦略局 広報企画室  

TEL：03-3542-2511（代表） FAX：03-3542-2545 E-Mail：ncc-admin@ncc.go.jp 

東レ株式会社 広報室 広報課 TEL：03-3245-5179 FAX：03-3245-5459   

（その他NEDO事業についての一般的な問い合わせ先） 

NEDO 広報部 担当：坂本、佐藤 TEL：044-520-5151 E-Mail：nedo_press@ml.nedo.go.jp 

 


